
家蠶の呼吸障害に關する研究

（1）呼吸障害に對する蠶兒の抵抗力並回復状態に就て

金崎眞英

1・緒　　　　　言

　生物生活上ll乎吸作用は最も重要なる要件なり。帥ち生物生活力の源泉としての生理白勺燃焼及生膿新

陳代謝の機能上呼吸作用は寸時も歓くべからざる必須の要素たり。故に之を阻止せんか忽ち共生活現

敦をi麗爾Lし、i毬にはi致死的障害を及ぼすに至る。

　獄児の呼吸障害に關しては鍵に川島勝次郎氏（1902・1903）及井上柳梧民（19ユ0）の研究あり。井上

氏に依れば、

　（1）淡酸瓦斯は100％の場合に於ても慧兇に毒物として作用する事なし。

　㈹　・5％以上の炭酸瓦斯を含む室氣中にて獄兇を飼育する時は該獄兇は食慾を失ふものにして、特

に稚獄期に於ては共の磯育を多少阻止せらる。

　（3）100％の炭酸瓦斯中に獄児を2－5分間置く時は1分後活動を停止し、褐色の液汗を吐出すれど

も，之を器外に取出す時は5分にして回復し他の健獄と同様食桑し異常なく磯育せ診。

　3ζ蒲生俊興氏（1928）は獄兇の淡酸瓦斯接燭、浸水及濃厚酸i素接綴等による呼吸障害が、膿液及溝化

液の理化學的性状に及す影響に就き詳細なる研究を行へり。今之が結論の一部を示ぜば、

（1）翻児膿液は獄児にユ％以上の炭酸瓦斯の接燭、ユ0分以上の浸水及濃厚酸素中の密閉等の障害を

輿ふる場合・共に同一の傾向を以て其障害度に慮じ漸次水素イ．オン濃度低下し電導度上昇ナる事極め

て顯醤にしで、之等は呼吸障害に於ける致死的條件の一一つに数へ得べし。

　（2）溜化液は鑓兇に1％以上の撰酸瓦斯を接燭する場合、水素イオン濃度漸次増加し電鱒度を低下

せしむ事顯著なれど、浸水及酸素接燭の影響は極めて微弱なり。

　㈹　盟液、消化液の障害による影響は通常室氣中に保護すれば漸次回復するの能力を有す。

　猫蒲生俊興、依田彌亮，永井畳氏等（1929）は氣門閉鎖による呼吸障害（5齢餉食前よりの）が絹質

物生成作用に及す影響に就き研究せるに。共影響甚大にして而も此關係は主として閉鎖氣門よりの氣

管分布の位置的關係に因りて決定ぜらる玉事明なり。即ち第3・4・氣門を閉鎖すれば主として中部縣腺

1　ericinの分泌作用を減少ぜしめ、第4・5・6・7・氣門を閉鎖する時は之に反し後部綜腺のFlbroiu分泌

作用を減少せしむるものなりと。

　如斯鐡兇の呼吸障害に關しては数氏の研究ありと錐もv抵抗力の磯育時期的差異に關する詳細なる

實瞼、雌雄別抵抗力の比較及呼吸障害申並障審後の各種要件と回復歌態帥ち回復の歩合、時間との關

係等に就ては米だ研究業績あるを不聞。

　著者は炭酸瓦斯接燭及浸水による獄児呼吸障害の影響に就き，上述の關係を多少知得せるを以て敢

に其概要を報告せんとす。

　本研究申懇篤なる指導を仰ぎたる長野縣獄業試瞼場松村技師に深謝ナ。

2・實　験方法
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　呼吸障審に封する抵抗力の磯育時期的叢異に就ては、昭和4年秋期及晩秋期に於て、発部水槽に滞せ

る一定温度の水道水（秋24°、晩秋28°）中に慧兇を投入浸漬し、一定時闇後速に之を取出し一定温漁

度窒に於て回復の歩合及時間を調杢」更に回復獄は別室に於て普通飼育を行ひ病獄の稜生歌態及健

婦歩合を求め之を比較せり。而して・一聯迄賂畔゜噸（雌雄混）を用ひ・5齢は雌雄各2°一”’－2「｝

頭を供用せり。本實瞼中飼育域績を比較するに當り、材料獄頭数の關係上各時期毎に封照旺を探り得

ざりしは甚だ遺憾とする所なり。

　呼吸障害中及障害後の各種要件と回復歌態帥ち回復の歩合及時間との關係に郭ては、昭和4年晩秋

期に於て浸水及COg接燭による二種の方法を探り、各匠50頭宛之を供用せり。CO2接燭法としては

1．OOOe・cの容量を有する硝子製瓦斯接燭瓶中に供試翻を投入し、2本の細き硲子管を挿入せるgum栓

にて上部のロを密閉し、一方の硝子管より他方に蓮絡ぜる硝子瓶内の水中を遇じ水洗せられたるCO2

を徐々に途入せしめ、他の一方の硝子管よりCO2接燭瓶中の塞i氣を駆逐する事該瓶の2倍容量な1ら

しめ以て瓶中にCO2を飽救ぜしむ。然る後速に上方gum栓に挿入せられたる2本の細き硝子管を

gum管に蓮結ぜる部分に於て　pinchc。ckを用ひ嚴璽に閉ぢたり。而して浸水・COt接燭何れも一定

時間後迅速に之を取幽し、一一定温漁庫蜜に於て回復の歩合及時間を10分毎に調査し之が關係を比較せ

り。

　　　　3．障害申並障害後の各種要件tt回復状態ピの關係

　獄児の呼吸障害停止直後の漉歌を橡するに、一般に著しく軟化せる假死歌態を呈し、浸水なれば排

糞（稀に脆膓す）CO2接燭なれば胃液を吐出し居り、一定時間後何れも鼓動開始し、漸次艦の仲長

度を増加しつS頭、胸部及尾部を内側に屈曲し恰も胚子反韓期（反韓直後）の如き状を呈して微動し、

次で屈曲、伸長の運動を繰返しつ義遽に正常の姿勢に復す。此の時を以て回復とす。

　猴浸水慧にして微動時少量の胃液を吐禺するものあ1。此の獄は屈曲、伸張の蓮動をなす事あれども

｛多くは回復せつ㌔

　前述の症歌は障害度或は磯育時期により多少の差異あるを発れす。更に障害長時闇に亘る時は途に

回復せナ死の韓瞬をとるに至る。

　　　　a．浸水と淡酸瓦斯接燭との障害度比較

　鑓児の呼吸を障害せしむる方法として浸水とCO2接燭との爾者を比較するに・共に雌素の供給を

断つ職に於ては同様なれども其現はす症歌及回復の状態には著しき差異あるを認め得べし。

　先づ障害中並障害後の症状に就き秋光×黄色獄の五齢期油翻を供用比較せるに次め如し。

　　　　　　　　　　　症瓶の差異（温度2生o　灘度720）
障害開始後の時間 障害後豚簿開始迄の時間

匿　　別 齢里動
竡~迄
脈鯨
竡~迄
障害巾の症状 一隠閥

瘧Q
二時問　同 三時間　同 障害後の症状

浸　　水 1－3

@分
2－6

@分
排糞するもの多く棚二
E膓すうものあり

秒30－2　　分

1－3

@分
5藁・10

@分．
　　　　　　　　｝瘧Q長時閻に亘れば少鍛の胃液な吐戯すろ審あvj

炭酸　i瓦
z接　㈱

30－60
@　秒

1－2

@分
間も†よく全獄兇多蚤の

ﾝ液な吐戯す
1＿3

@分
4＿6

@分
8－15

@分

胃液な吐出するもの極めて稀なり

斯くの如くCO2接燭猛の呼吸障害時に於る症状は．罷内CO2分巫の増加大にして然も急遽なる

關係上一般に浸水獄より急填激甚にして、全部頭、胸部を左右に振り苦悶の欺を呈し短時階iにして多

量の胃液を吐出するも、浸水獄の如く障害中排糞若しくは脆膓獄なきは艦蓮動殆ど帥時に停止し苦悶

する時間短きによるべし。
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　次に慧兇を長時間に亘り浸水する時は第4．5環節背面部（稀には他の部分）のchitil1表皮を透して

内部胃中の食下桑葉を認め得るに至る。之れがため該郁分は美麗なる線色を呈す。而して此の線斑部

は其の後漸次前後に按大し違にコー8環節（多くは3－7環節）に亘り更に側面及腹面に迄及ぶに至

る。斯くの如き症歌を呈せる獄兇を取禺し塞i氣中に放置する時は緑斑部の周遽漸次曙黒色に攣化し途

に鮮明なる黒斑を呈す。然るに浸水時闇短く3－一一7環節に線斑部を呈するに至らざる獄兇は、．之を取

出し室氣中に放置するも斯くの如き美麗なる黒斑を生することなく、室氣接燭長時闘に亘り猴蘇生せ

ざる時に於ても僅かに環節の境臥脚の基部等の部分汚濁せる淡暗黒色に攣化するのみなり。而して

CO2接鱗に在りては長時閻に及ぶも該癌状現はれす。

　本現象に關しては猫未知の事項多く、蓋し興昧ある今後の研究問題なり。

　次に浸水とCO，接鯛との障害後の回復歌態を示せば次の如し。

獄品種 障害時間
回　復　歩　合 亭均回復時…間（分） 標　　準　偏　差

浸・州…獺 浸　水1…麹 浸　水1…接鯛

同　　新

T令5日目

　　　1

@　　1．5

@　　2

ｲ　　均

100

W0

S0

V3．3

100

X6

W8

X4．7

20，2土0，70

T3，0士3，工5

V3，0士4，00

SS，7±2，62

55，0士2，08

V7，5士5，27

P45，9士12，82

X2β士6，72

5，0士0，50

P9，9士2，23

P7，9±2，83

P4，3士1，85

14，7士1，47

R6，5士3，73

U7，8±9，07

R9，ア士4，76

支生七號

T令堀目

　　　1

@　　1，5

@　　2

q　　均

100

S4

@4
S9．3

88

T6

S8

U4．0

27，0±0，29

U7，7土6β7

U0，0土0，00

T1，6士畠，2a

76，4士4，51

Q12，0土13，42

P20，0土0，00

P36，1±5，98

2，00±0，20

Q9，9士4，肛

O，0出0，00

P0，6±1，57

29，9士3，17

V1，0±9，49

O，吐0，00

R3，6±4，22

支生一號

T令3日日

　　　1

@　　2

@　　3

R　　均

100

S0

@0
S6．7

100

T0

Q6

T8．7

47，牡1，19

U3，5出1，77

@　　一

@　　一

60，4士2，27

X6，6±3，43

P05，8士2，54

W7，6士2，75

8，4士0，84

V，9士1，黛5

@　－

@　一

16，0±ユ，00

P7，1士2，42

Xβ土ユ，80

P生，1士1，94

支生九號

T令2日目

　　　1

@　　2

@　　3

�@　均

100

R2

@0
S4．0

98

T2

Q6

T8．7

41，8士1，13

W1，3±3，73

@　　－

@　　｝

83，2士3，13

X2，6士2，42

P11，9士1，28

X5，9土2，2S

92，6±0，93

P4，9±2，64

@　　｝

@　　一

21，9士2，21

P2，1士ユ，71

S，砒o，9工

P珊±ユ，61

へ

　備考1・障害中濃度25°

　　　　2・調査室温度　同新生七號　21㌔　支生一號九脱　18。

　　　　3・支生七號の回復時間に於て1，5時間障害獄よリ2時…間障害獄短碁は回復頭数少力・りし關係と認む

　　　　4・標喚偏差は各10分毎回復頭数より1分な階級差として之な算出す以下同之

　上表の成績によればCO2接燭による呼吸障害後の麗兇の回復朕態は浸水のそれに比し著しき差異あ

り、帥ち回復歩合に在りては障害1時闘以内なれば殆ど差異なきも、1，5時闇以上に及べばCO，接燗匪

に於て多し。回復に至る迄の時間はCO2接燭旺長く且攣異大なり。而して之を更に障害時闇別に槻察

するに爾者共障害時間の増加に比例し、回復の歩合を減じ時聞を延長するは、次に示す蒲生氏の研究

に於けるが如く障害度に比例しで艦液P・H便及電導度の攣化（上昇）増大し、更に障害度大にして障

寄申膿液P・工1償7・0以一ヒ1こ建すれば多くは途に回復に至らすして艶死するがためなるも、猶此聞繭者

を比較するに障轡時間延長に俘ふ障害度櫓加の割合は浸水鑓に於て大なるを認め得べし。（岡表参照）



110　　　　　　　　　　濃　　練　　學　　難　　誌　　、　　　　　　　〔第二巻

腿液の攣化（正白×新白）5齢1明

項　　　目

P．IZ　慣

電導度

・％…（錯角醤）脚

21，276＞く10

　　＿3
24r50’O×10

6，85

6，80

7，00

6β0

7，20

6r80r

7，35

7，00

　　　　　　　＿3　　　　　－3　　　　　－3
24，550×10　　露5，877×10　　29，013×10　　31，391×10

　　＿3　　　　　－3　　　　　－3
31，915×10　29，920×10　26，596×10

今浸水とCO2接燭との障害後の回復釈態を圏示すれば次の如し。（日新種）

　　　　　　第　一　圏　　　　　　　　　　　　　第　二　圖

　　　　　　回復歩合　　　　　雑欝懸蝦

＼鵬　　　　　，fS…

　　　　　　　　　　　，？OO・

70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2501一

60　1－

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　200

50
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i50
　　　　　　　　　浸水
夢　ダ　2’　　　磯・・1，5u　a・・

　以上ゐ成績を観るに同一時間の呼吸障害に在りても爾者の受くる障害度に差異あるのみならす、浸

水獄はCO2接燭獄に比し回復時間速なるに絢はらす回復渉合少きが如き一見奇なる威績を示せり。（・一一一

般に回復時間短きものは回復歩合多き關係を有す。次項以下参照）

　　b．　障害中の温度の高低

　呼吸障害中に於ける温度の高低と共の受くる障害度との關係を障審後の回復状態帥ち圃復歩合及時

閥に就き示せば次の如し。

温 度 別
口 備考項目 翻　。“種

12β D靱・1 ・亀・1 ・ち・1 脚｝ 郷1 銘9，6

恢

支生一號5余2日目
100 コ00 100 100 コ00 96 76 浸水

復　渉 　同
x一〇一號5令6田ヨ

100

P00

100

P00

1do

P00

98

P00

88

X8

84

X8

一一 b接・・

倉
不　　　均 100 100 100 99β 95β 92．7

一
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圃 支血一號
21．4

}0，79

2｛｝，8

m1，02

24．2

}0，79

29．0

y1，02

34．4・

Fヒ1，15

40β：L1，53 ・蛎，s

m1，51

同
35．0

Fヒ0，98

40β士1，69 47．2

}0，87

60．1

}1，61．

59．1

m1，99

62．9

Fヒ1，73 『

興 支一一〇一號
52．2

m1，65

57．0

}1，50．

61．0

m1，60
63．0

}2，21

6S．3

FL劉，oa

79．6

FL1，95

包
軍　　　均

36．2

Fヒ1，14

39．5

FL1，40

44．1

}1，09

50．7

}1，61

53．9

FL1，72

61．1

m1，74

糠
支生一號

　5，57

}⑪，56

　7，24

y0，72

　5，6

}0，56

　7，2江

}0，72
　S，10

}0，81

10．57
y1，0S　　・

　9，28

Fヒ1，07

準 同
　6，93

}0，69

】．1，93

m1，19
　6，13

}0，61
11．27

}1，14

13．2

m1，41

11．19

m1，22 一

偏 支一〇一號
　8，26

y1，17

　7，48

Fヒ1，06

　8，0

y1，13

11．07

}1，57
　9，91

m1，43
　9，57

m1，38 脚

差
半　　　均

　6，92

}0，81
　S，88
Fヒ0，99

　6，5S
Fヒ0，77

　9，85

m1，14

ユ0．40

Fヒ1，22

10．44

Fヒ1，23

　上表の成績によれば回復歩合は陣害中の温度2P迄は差異を認め難きも24°以上となれば漸減し、

回復に至る迄の時聞は漁度の上昇に件ぴ漸次延長し且攣異大なり。而して此の關係は浸水冤より炭酸

瓦斯接燭匿に於て大なり。

　今障害申の温度と干均回復時間との關係を圃示すれば第三圖の如し。

　一般に生物の生理作用は温度の上昇に作ひ昂匙するものにして、呼吸作用に在りても亦旺盛となり

箪位時聞に封して多量の酸素を必要とし從て排出するCO2量多し。今溜度と呼吸作用との關係に就き

樋口琢磨1弐（1［，28）の成績を示せば次の如く呼出CO2量大なb。

　　　　　　　　　　　　　　封】，ooo頭1時間呼禺CO2量　（gr）

温　度　別

低温（ll：1：つ

高温（羅：⇒

四齢盛獄　1五齢盛魏
乾（・・，・－66，・％）降（・5，・－96，・％）1轍67，・－67，・小（・・，・一脇）

Ot551

0，692

0，657

1，120

2，238

3，0L）O

2，90些

4，056

備　　　　考

容、世界一x國齪曳
四號供試獄数4齢10⑪
顧5齢5Q頭

　故に呼吸障害時温度高ければ之に伴ひ漸次酸素の嵌乏速度大なるのみならすCO2の膿内蓄積速度大

にして量亦多く・CO・i分墜増加の速度及程度を大ならしむる關係上、髄液溶入CO2量を増力llし、共の

結果膿液PII慣及電導度の攣化（上昇）の速度及程度を大ならしむべく、從て同一時闇の呼吸障害に在

りても其の影響さるS事多く、恰も障害時間を延長ぜしが如き成績を示すに至りしものなり。

　　　　C．回復時に於ける温度の高低

　障害中の條件を一定とし障害後の温度による回復釈態の攣化を示せぱ次の如し。

項目

回

復

渉

合

翻　品　種

大　　　　草

昭和×）’1三白

支生一號

挙　　　　均

温　　　　　　度　　　　　　別

・5度」　・・凌1・5度i・・度
100

96

100

100

100

100

100

100

100

100

100

9↓

98

CJ7，：｝

備　　　考

4箇合211；1：；

5齢4日目

5齢30駐1
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回

復
li＄

閻

　
分
）

大　　　　草

昭和×〕［賎白

支生一號

李　　　　均

92，4、

士3，12

65，2

土3，17

47，6

土1，72

・ge），2　・

±1，08

28，0

±0，76

37，3

士1，19

　27，8
　土0，9S

　琵7β
　士0，9生

゜　23，6

　土1，06

　26，4
　士0，9D

27，2

土1，03

25，4

士0，52

20，9

±0，86

24，5

士0，80

｝

障害中の

温度呈5°

　1蒔問浸水

標
大　　　　草

22．1

}2，21

1易，1

m1，21

　6，9

m0，69

　7，3

Fヒ0，73

準 昭和×正白
烈，9

}2，24

　7，7

m0，77

　6，6

}0，66

　3，5

}0，37

偏 支生一號 『

5．4

y0，54

　7，5

y0，75

　6，0

}0，61

差
亭　　　　均 一

S，4」：0，8生 7，0±0，70 5，6土o，57

　上表の如く回復歩合に在りては僅に30°に於て梢減少するの成績を示せしのみ。然るに回復時聞に

在りては温度の上昇に俘ひ短く且攣異小なり。而して時間短縮の割合は高温Lに於て小なり。今之が關

係を圖示すれば第四圖の如し。

　　　　　　　　第　　三　　圖　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　圖

　　　　　　　1　　　ご窪燭闘
　　　　　　70・

b’5・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヱ　　
60　　　　　　　半均　　　　　　　　　　　　　　　分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
55－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80－
u「o

　　　　　　　浸本　　　　　　　　　　　　　70
4δ　　　　　　　　／

　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　6‘0

40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40
30

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20
t’x”16，61s，；IL）IL）2鴇2b’8　eg，d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

、

、、

N　　　　　　　　　・
．＼

　＼

　＼
．　　、

　、、
　　、、、

　　　、＼ぐ一禰，正、
」　　　　＼、支生一号

　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　52　　20ρ　　3δf　　3α゜

　　　　　　　（障害温度）　　　　　　　　　　　　　　（障害後の温度）

　回復時（呼吸作用停止時）に於て温度高き蒔は瓦斯の鑛散移動速度大なる爲艦内蓄積CO2の排出及酸

索瓦斯の吸入遽なるのみならす、慧児の如き攣温動物に在りては塒に温度と呼吸作用、鼓動等の生理機

能との關係密接にしてb之等新陳代謝機能は何れも温度上昇に絆ひ増大し、猴障害後の回復機能特に

示申経系に及す温度の刺戟に在りでも、之に比例して昂涯するが故に回復促進せらる。而して鎧兇獲育

上適盗と欝せらるS25°に比し、30°は僅かに回復時間を短縮するに過ぎざるのみならす多少回復歩
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合を滅少するに至るも、　25°に比し同様5°の開差たる20°は相當の差異を以で回復の逓延を示しb更

に生育上不適當なる低温ユ5°に至れば、20°に比し著しく回復に要する時間延長するは他なし、全く

鷲兇の生理機能に及ぼす混度の影響なbとす。

　　　　d・　回復時に於ける漁度の多少

　障害中の條件を一定にし障害後の漁度による回復欣態の攣化を試瞼せるに次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一　回　實　瞼

障　　害　　後　　の　渥　　度　　別　　’

備　　　考項日 障害度 翻　品　種

・5％179％［・4％
日生一號 15，2士0，20

・鴇・・偶・・1 17，2±0，59
浸　水

S0分 支生一號 17，0±0，57 聯動571・8隅・5

障害中の温度25°

瘧Q後の濃度23，3°

�恤熏≡S蔀100％

T齢55日目
日生一號 25，0士2，15 27，0士1，33 24，8士1，89

@噂
浸　水

U0分 支生一號 27，0士1，02 28，牡1，91 28，吐1，48

李　　均　i・ち・士醐1 22，牡1，10
1　22，0士1，15－＿－r一＿一一一［1｝　

日生一號 1，40士0，14 4，00士0，40 4，U土0，41
浸　水

S0分 支生一號 4，00士0，40 4，00士0，40 4，58±0，46

日生一號 15，23±1，52 9，83土0，9S 13β牡1，33
浸　水

U0分 支生一號 7，21土0，72 13，51±1，35 10，45士1，05

亭 均　h96±⑳「ち…q781職偶・・

第二　回　實駒

障　害　の　湯　度　別
備　　　　考項目 翻　品　種

・・％1・。％　レ・・％
回復歩合

大　　　　草5齢6日目

ｯ新×昭和5齢5日目

曹e　　　均

100

P00後2％死

P00

96

X8

X7

96

X4

X5

90分渡水
X0分CO2接角蜀

瘧Q中温度30°

瘧Q後温度26，7°

回時…

怺ﾔ
ｵ）

大　　　　草

冾鴛ZX昭和

b　　　　均

28，0士0，72

S0，8士0，94

Rも4士0，83

28，1士0，75

S3，8出1，27

R6，0士1，01

28，5士0，81

S9，5士1，95

R9，0±1，38

@　　　　一一芙　　草日新×昭和築　　　　均

5，12±0，51

U，66士0，67

T，89土0，59

5，18土0，53

W，88土0，90

V，03士0，72

5，59±0，57

P3，38±1β8

X，生9土0，98

上表成績中第一回實瞼に在りては何れも回復歩合100％にして、回復時關に在りても殆ど差異を認

め得ざりし九め．更に障害度を増大して第二圓實瞼を行ひしに回復歩合は灘度の増加に伸ひ多少漸減

し、回復時闘も乾1燥に比し多漁に於て納≧延長し且攣異大なるを認め得たり。

灘度の獄兇生理作用に及ぼす影響は渥度と同様共の増加上昇に件ぴ昇進さるSものなるに拘らす寧

ろ反封の傾向ある現象を示せるは、回復時（呼吸作用停止時）IC於ける察i氣多漁にしで鋭兇氣管中に分
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子比較的大なる水蒸氣含有量多き時は、CO，iの移動搬散を妨害するのみならす次式の如くi銭干のCO2

は水に溶解し炭酸水となり（CO2十H20窩II2CO3）氣管壁、細胞膜或は罷陵面に附着しCO，，の交換及移

動撰散を妨害する關係上膿内蓄積CO島の排除遅延するためなりと思老せらる。

　　　　e・回復時に於ける接燭酸素瓦斯の濃度

　陳害中の條件を一一・SiEとし、画復時に於る接鯛酸素瓦斯の濃度を攣化せしめたる場合の圃復歌態の差

異を示せば次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一回試験（回復時間分）

障害の鱒1堂氣接鯛1鰯磁素櫛蜀1　佛　　考
浸　　　　　　　水

炭酸筑斯接鯛
準　　　　　　均

34，0

62，0

4S，0

50，0

64，0

57，0

障害中温度2S°障害降凸…閻30分
障害陣止後の淵度24°
供試品種支一〇－5齢6日目
供試頭数　10頭
回復歩合全部IOO％

第二　回　實験

項目 翻　　　品　　　種
蚊　　燭　　濁　　斯　　別

備　　　　考
空氣li－・・灘勲「…％酸素・i・

一復
桾煌

ﾔ合
ｺ回

日　i新（5齢3日目）

ｯ　　　（5獄　目）層

x生七號（5齢30圓）

x生九號（5齢4日目）

QF　　　　　　均

76．0

W4．0

S4．0

S4．0

U2．0

92．0

W8．0

R8．0

S6．0

U6．0

90．0

WS．0

S2．0

U8．0

V2．0

障害時間

Z水1時問
瘧Q中温度30°

瘧Q後温度2L°

究桑

Sぜ
ﾉる
ｶ歩
?≒
H

日　　i新

ｯ支生七號

x生九號

焉@　　　　　均

56．0

T6．0

R8．0

R4．σ

S6．0

　82，0

ｴ　56，0

@26ρ
@30，0

@48，5

60．0

T4．0

R0．0

R6．0

S5．0

i

　上表の如く第一回實験に在りては回復歩合の差異なかりしのみならす、回復時聞は酸素瓦斯接燭硬

より却て室氣接燭歴短縮したるは、供試頭数少く且瓶中漁度の前者著しく多かりし關係ならんかの疑

ありしを以て，第二回竃験に於ては此の弊を除き頭数は各甑50頭を供用し更に各匠瓶中の灘度を一・定

とせるに一時聞後の回復歩合に在りては酸素接燭旺稻主多く量的には濃渡に比例して増大する傾向あ

りしも、其後完全に生活食桑する獄兇の歩合には一定の關係を認め得ざりき。

　斯く障害後の接醐酸素瓦斯の濃度による差異比較的僅少なりしは回復時に於る艘内蓄積過剰COLiの

排除上察氣申に含有せらる工万分の2－3は瓦斯搬散の速度に殆ど影響なく猫必要なる酸素瓦斯の吸

入上、接燭酸素瓦斯濃度の大ノ』・は氣管中櫨散の速度に關係なくEitかに接隅細胞副こ於て酸素濃度に比

例して増加するのみなるがためなりと考へらる。

　　　　f，　供試獄児の絶食及冷藏期間の長短

　絶食及冷藏障害慧に同一程度の呼吸障害を加へ圓復状態に就き、健獄との比較及絶食冷戯障審程度

との關係を示せば次の如し。　　　　　　　　　　　1
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（11絶食障害の影響

項目 慧　晶　種
絶　　　食　　　時　　　間　　　別

射　照1・・噂間　・・時間　・・l　　　l　・輔
備　　考

回復歩含

日　　　i薪

逅ｶ七號
ｲ　　　　均

100

X8

X9

100

X8

X9

9S

X6

X7

98

X0

X4

5齢軒旧

T齢3日目

竦H中温度％も

Z水時間1時間

瘧Q中並障害

繪ｷ度25°

即…｝＿一回時

恂竅

i分）

匹1　　　新

x生七號
?@　　　均

18，8士0，67

P9，1士0，70

P9，0土0，69

21，0士0，75

Q4，0±1，13

Q2，5士o，94

24，8±oβ9

Q5，6±0，99

Q5，2士o，9壬

30，9土ユ，00

R3，7±ユ，22

R2，3±1，11

楳準偏差

日　　　新

x生七號
?@　　　均

4，85土0，49

S，92士0，50

S，89士0，50

5，29士o，53

V，89±0，SO

U，59±0，67

6，22士0，63

U，89±0，70

U，56±0，67

6，98±0，70

W，17土0β6

V，58土0，87

（2）冷藏障害の影響

項目 蝦　品　種
冷　　　　識　　　　時　　　閻　　　別

謝　　　照 i・2時間 D4・糊　・購澗1
備　　考

圓復歩合

日　　　i斯

x生七號
宦@　　　均

100

P00

P00

工00

P00

P00

100

X2

X6

復間

i分）

・rl　　　新

x巫七號
宦@　　　均

　　　　【Q0，2士0，76

P9，牡0，70

P9，8土0，73

22，4土0，75

Q5，0±1，13

Y3，7±0，94

　　　100

@　　98
@　　99
Sー一〔㎞・耐P一「｛圃一

@24，8土0，92

@皇8，9士1，03

@26，9士0，98

」　1　一　rr　　　一　　”　一一　　　　　　　　　　　r　　　－

Q5，2土1，18

Q8，3士0，82

Q6β士1，00

冷藏温度（＋）昌゜

竭?瘧Q塁置は

o庫111鋼後

V奄供試す

n水ユ畔問

瘧Q中並障害

纓箔x25°
標準偏差

日　　　新

x生七號
�@　　　均『

A

5，38±0，肌

S，9阯0，50

T，17±0，52

5，17士0，53

W，00±0，80

U，59士0，67

6，48士O，65

V，23±o，73

U，86土o，69

8，36±0，S4

T，53士0，58

U，95±0，71

呼吸騰前に於て系膿・冷藏はる鯉的障害を受けたる獄　　第rL圃
兇の呼吸階後の回鰍態を槻るtt　’上表の如く回復歩合に在　　　　　，系邑食
りては12時闇迄は差異なきも盟時闇、48時闇と絶食．冷藏の障

害度増大するに從ひ漸減す。　　　　　　　　　　　　　　　　　30f・

　次に回復時閣に在りては共の障害程度に比例して漸次延長し

且攣異増大するものにして、24時閣迄は絶食、冷藏爾者の影響

差異なきも48時間va至れば緬食に於て大なり。今回復一1・均時li｛】

を圖示すれば次の如し。（第五岡滲照）　　　　　　　　　　　　2δ

　獄兇を絶食若しくは冷藏すれば蒲生，勝叉氏等の研究にで明

なるが如く、其の障害度に慮じ漸次膿液及淘化液P．H及漕化液

慣の攣化を俘ひ酸中和能力を減弱し、軟化病獄のそれに類似し

著しく艘の徽力轍殺するがikit・t。洞＿醸の，酬轄に在2雰

りても被害の度増大し、其度合に慮じ漸次回復の歩合を減じ時

’

！

’

’

’

’

’

’

！

！

ノ

ノ

’

一　　　　　　　　　　ノ

　　　！　　　ノ　　　ノ
　　ノ　　ノ　　’
　’　！
　’
　’
ノ

！

ノ

，　　　　冷藏
　’
　ノ
　’
〆

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

間も延長し且攣異を大ならしむるに至るべし。　　　　　　　　罰照12欄24”　　dS．

　　　　4　呼吸障害に謝する抵抗力の畿育時期的差異，　　　　　（供試前隙害度）
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外界の不良環境に封する抵就力は獄の磯育時期により通常差異あるべし。之を文献に徴するに温度

漁度、絶食等に封する抵抗力綜何れも稚獄期より批銀置期に於て小なるに拘らす・猫り井上氏のCO2の

影響に關する研究によれば呼吸障害に封する抵抗力は批慧期に於て大なりと。著渚は井上氏と異る方

法帥浸水により比較せるに反謝の威績を得たり。以下之に就き記述せんとす。

　　a．磯育時期と回復歌態
獄兇の獲育時期と障害後の回復歩合との關係を障害時間別に比較すれば次の如し。

（1）1齢期並起、盛、ll民慧期別比較

餌

障　害　時 聞　別　回 復　歩　合
品種 齢　別 時期別

…　1 ・。・1 1…　i ・…　1 尋　　均

蟻　獄 100 100 100 100．0

1 盛　舐 100 98 81 30 77．3

昭
眠　i駿 99 98 96 98，＄

和障
E箒欧並障

2

走旦　獄

ｷ　醒
ｰ　獄

100

100

X8

X8

100

W6

X8

91

Q生

X8

97．8

V7．0

X8．5

後毬饗

3 盛　穰

�@獄
100

100

X8・

84

X6

20

X4

76．0

X7．0

二四度

4 盛　鎧

ｰ　翻
100 98

62

X8

鍛92 70．5

X7．0

5 陣獄 1… 1　・・ i　・・ 1　・ 】卿
蟻　鑑

100 100 100．0

コL
盛　i駿

ｰ　獄
100 100

99

X7

28

X3

81．8

X7．5

昭 軍　均 98．7 73．7 93．1

和 趨　獄 100 100 ユ00 99 99β

× 盛　i穰 98 98 73 0 67β

日

無

眠　獄 100 98 93 S2 93．3

無
Z卜　均 99．3 98．7 88．7 60β 86β

（ 起　獄 100 100 100 76 94．0

題讐中

3 盛　獄

ｰ　獄

100

XS

S4

X9

40

X9

328
56．8

r1．0

二 不　均 99β 94．3 79．7 35．7 77．3

入
慶 起　翻

9S 60 s9．5
障害後

査 盛　獄

ｰ　翻
100 100

2100 032 50．5

W3．0

……

準　均 昼6，7　し 30．7 74．3

度
起　獄 100 100 94 52 86．5

盛　鷲 100 100 0 0 50．0

5

’熟　獄 90 90 7s 0 64．5

不　均 96．7 96．7 57．3 17．3 67．0
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　上表の威績を槻るに回復歩合に在りては、障害時間30分、60分爾臓に於る差異は殆ど認め難きも、

120分、240分旺に至れば獄兇の磯育に伸ぴ漸次減少し、叉同一齢中に於ては盛獄は眠獄より、ll購霊は

起慧より少し。猫回復歩合は障害時間の延長に伴ひ1成少し、共の蓮異は稚鷲より批慰に於て，叉起獄

より眠獄、ll民獄より盛獄に於て顯著なり。今之が關係を圖示すれば次の如し。（晩秋、昭和×口新）a

　　　　　　　第　　六　　圃　　　　　　　　　　　　　　　第　　七　　圖

　　　　　　獄齢との關係　　　　　　　　　　　　　起、盛、眠慧期との關係
　　　　　　（起、盛、li民獄平均）　　　　　　　　　　　　　　（障害時間別2F均）

100

θ0

80

70

60

50

40

30

20
％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

領
マ　　　　　　　N

　　馳　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

　　　＼　、
一　　　＼＼
　　　＼　＼
．　　　＼＼　∫齢
　　　　＼　＼　　　　　　　　　　　　80
　　　　、　　、　　　　　ロ　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
ー　　　　　＼　　、2，ノ　　　　　　　　　　　・

　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　70

　　　　　　　、3．

　　　　　　　些“
　　　　　　　　　　　　　　　　　60

3卿・2・　an・　　　　　・齢2u　3．考、・5弊
（障害時聞）

（2）五齢期中の比較（晩秋N昭和×日新）

餉　食後 雌　雄　別
障 害　時間 別　回　復　歩 舎

の　日　次
30分 i・・分 1…分

李　　均

♀ 100 88．0

（1　起　） ♂ 100 100 88 52 85．0

李　　　　均 94 86．5

♀ 100 16 54．0

2 3 100 68 0 0 42．0

軍　　　　均 84 8 4S．0

♀、 8 52．0

3 ♂ 100 100 、　　　0 0 50．0

李　　　　均 4 151．0

丁罰一剛団

一肋｝一｝一巾｝n
♀

4 δ 100 100 0 0 50．0

zド　　　均
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o「

6

7

8

　　♀

　　8
李　　　　均

　　孚

　　6
準　　　　均

　　♀

　　8
2F　　　均

　　♀

　　6
挙　　　　均

100

100

100

100

80

90

100

100

100

100

80

90

o

0

⑪

90

65

77，5

0

0

0

0

d「o，O

50，0

o「　O，O

72，5

56，3

64，4

　備考　　　　　　．

　　雌は8日目の夕刻、雄に朝之な試験ぜりo

　以上の成績によれば回復歩合は起獄最も大にして漸次減少し盛食期最小となり熟獄期再び増大す。

次に雌雄の比較をなすに回復の歩合は雌に於て大なり。今之が關係を圏示せぱ次の如し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　八　　　圖

　　　　　　　　　　　　　　　　　iTil齢中の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（障害時聞別不均）

一　1　！一ww－

　i　l
　l　！
　1！
　1／
　1！

ヱr1　　2，’　　　3〃　　　4’”　　　5〃　　　6》，　　　7」，　　　8㌧　，

幽　　　　　　　　　（繍
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　　b・獲育時期と健蝋歩合

呼吸障耀の鮪牲欄勾撚主として縮少1鰍イヒ練して稀熔灘靴病嬢杢1、す．縮鑑

難鱗欝織繍鷲謬亡懸撫驚雛繍書藁懸
籏中、繭中の発羅を除きたる健蜥の歩合との關係を示せぱ次の如し。

　　　　　　　（り齢期並起、盛、ll民窟期別比較

品種名

昭

饗

欧障

白謬

鱗
穫

壁

震

昭

和

X

日

褻

舞
巽

璽

茎

度

齢別　時期別 障害時閻別健蝋歩含
一一・分闇 u一・秀「一一・・分一，、。ダ「p均
67

41

45

33

21｝

3S

　盛慧3

　　眠置霞

4

31

20

25

28

16

24

24

24

0

20

27　　39，5
6　　22，5
19　　31β
12

2

s

0

4

0

工0

29β

17，5

27，0

22，0

23，5

11，5

22，5

51’m劃　221・1・1・i7，・
封照1－1－1－1「17・，・
蟻翼　　80
盛獺　　64
眠酸　　71
拳均　　71，7

3

起獄
盛獄
眠魏
甲均

・ノ　　起慧
　　盛獄
　　眠翻
　　2F均

84

67

85

78，7

77

48

72

65，7

71

62

55

62，7

73

48

68

63ρ

65

54

67

62，0

64

12

6s

4S，O

68　　　50
9　　　 0

44　　　17
40β　　22β

66，8

46，8

52，5

55，4

66，8

28，5

50，0

48，4

42

0

8

16，7

3

0

0

0，7

41㌃，5

6，3

24β

24，9
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上表を通覧するに健蝸歩合は大略回復歩合に比例して、懲兇の獲肯に伴ひ漸減し、同一齢中に在り

ては起獄最も大にして眠獄之に次ぎ盛獄著しく少く、其差は批獄期に於て殊に大なり。猫障害時間長

きに從ひ健蝸歩合を減じ、共差は1、2齢期より’も3齢後に於て増大す。今之が關係を圃示すれば次

の如し。　（晩秋、昭和×日新種）

　第　　九　　圖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　圖

獄齢との關係　　　　　　　　　　　　　起、盛、眠羅との關係
（起、盛、眠獄平均）　　　　　　　　　　　　　　（障害時r冒捌亭均）

80

70　1一

60

40

30

20

翌‘

＼

x　　　　　　　　　　　　　　　　　　7θ
　

べ

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60
　1＼

ゑ＼　　　　　　　　5°’＼＼一　。躰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　・、　㈱　　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　40
　4N’＼　　　　　　　　　　　　　＼　　　　＼
　　　　　’＼　㈱　　　　　　　　　　　30　＼／／へ　　　＼、
　5　xx　　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　、眠蚕
　　　　＼　＼2齢　　　　　　　2・　　　＼　　㈱
　　　　　緊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　＼　　　　　　　1拷1　　　＼盛蚕

3雪6α　J20・　　　sw・　　　　　　　　　　　1齢　2・・　a’　4”　5t’

（障審時間）

　上述の如く呼吸障害に￥」する抵抗力は獄児獲育に俘ひ漸減し障害後の回復歩合、健輔歩合何れも少

く、鈴木健弘氏（1924）の冷藏　章害の抵抗加ヒ軌荒木武嵐三7膜太良眠等（19L’6）の高温f氏温接働

による抵抗力比較及松村季美氏等（1928・一一1929）の飼育中の高温（28°）多漁（90％）の影響比較等に就き

試験嚢表せる一般外界不良環境に蜀する抵抗力は何れも稚獄期大にして用：鷲期小なる威績と一致す。

　次に同一齢中に於て盛獄最も抵抗力弱きは齢中最も生活機能の旺盛時なるが故に呼吸障害の影響も

甚大なるべく、鈴木氏（1924）の冷藏障害の抵彗充力比較、荒木、三浦氏等（192のの高温1τ謝する抵抗力

比較等の試瞼に於て盛獄最も弱き（5齢起慰は冷藏抵抗力最も弱し）を示せる域績に酷似す。

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）五齢期中の比較（晩秋、昭和×日新）

餉食日次

1

（起）

2

雌　　雄　　別

　　♀

　　6
挙　　　　均

　　9
　　6
李　　　　均

障　害　時　間　別　健　蝋　渉　合

3・分　1　6・分　1　12・分　l　L・・L・分

72

60

66，0

32

20

26，0

60

68

60

鎚4

4

14，0

50

34

42，0

O

o

O

4

0

2，0

0

0

0

ノF　　均

48，5

器，5

49，5

14，⑪

6，0

10，0
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3

4

5

6

7

8

（熱）

　　♀

　　♂
李　　　　均

　　♀

　　6
卒　　　　’均

　　♀

　　♂
zド　　　　均

　　9
　　6
不　　　　均

　　9
　　3
2ド’　　　均

　　♀

　　6
挙　　　　均

32

20

26，0

4

12

8

0

0

⑪

15

5

10，0

0

0

0

0

0

0

⑪　　　　　　　9，0

0　　　　　　　8，0

0　　　　　　　8，5

0　　　　　　　3β

0　　　　　　　1，3

0　　　　　　　2，5

25

15

20，0

0

10

5，0

0

0

0

0

0

0

9，P・

6β

6，3

52

28

940，0

28

24

26，0

0

0

0

0

0

0

20，0

13，0

工6，0

48

68

58，0

28

20

24，0

0

0

0

0

0

0

19，0

22，0

20，5

65

U0

U2．5

30

Q5

Q7．5

15

@0

V．5

000

27．5

Qβ
b，4

　備考
　　　繭質な比較すうに

　　　6日目のもの最も

　　　不良にして全部薄

　　　皮繭のみ、50属の
　　　もの之に次ぎ約牛　　40

　　　数の薄皮繭な生す

　　　而しく他のものは

　　　差異明か嫁らす。

　上表の成績を槻るに　　30

健踊歩合は大略回復歩

合に比例して、起慧最

も多く餉食後漸次減少

し4日目頃最少となり　20

後再び増加し，熟慰は

起獄に次で多く、何れ

も障害時聞の延長に俘

ひ、健蜥歩合著しく減　硯

少す。次に雌雄撫較に

在りては雌に於て健蝸

歩合大なり。今之が關

係を圃示すれば次の如

　　　　第＋一圖　　　前述の如く聯期抵抗力の鋤
　　　五齢中の比較　　　中4日同頃最小となるは・八木誠
　　　（障害時闇別tP均）　　　政氏（1924）の血液中の水素イオン

　　　　　　　　　　　　　　　　　を農度、　電氣傳導度、　立岩享氏（19

1　　　　　　　　　25）の’ne化液の鞭基臨大川三治郎
1　　　　　　　・氏（1925）のmamaの上昇と灘水分
1　　　　　　　量との關係よ姓膿内生襯象に
1　　　　　　　　　　　　　　　　生する所謂欝熱現象、菅野達也氏

1　　　　　　　　　　　　早　　（1926）の血球数、櫛淵翼澄氏（192
t

l　　　　　　　　　　　　　　　6）の騰温、尾藤省三氏（1926）の膿

l　　　　l・：一一♂液帆機物照及鮒氏（］929）の
　1　　　　　　　　　　　’　　　　　」血t液i蛋白最等：に就きての諸研究に
　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1　　　／　　よる醐なる如く謝糊醐醗
1　　　／　　囎能の鋤期にして・鈴木氏（19

　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

t　　　　　　　，’　　　　　　25）の低温接燭、大川氏（1925）の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

｛　　　／　　　　辮醸燭・勝叉藤夫氏（19L’7）の冷
し　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

しハ、　　’　　　　藏等に就tsての試験威績に方1て明
L　　　　　　1　　　　　　　　ノ

　　　X　　／　　　　　　　　　なる如く一・般外界不良i環境に蜀す
　　　N　　　ノ
　　　＼／　　　　　　　　　　　る抵抗力を急攣する時期なるが故

　　　　　　　　　　　　ノ日目　一t　　〃　　、　　“

し。　　　・　　　　　　　㈹　　　　　　　　　　　　　　　　　が支齪を蒙り抵抗力の最低を來し
・踊・昂鷺，鰍級騰に在りても同様之れ
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以後漸次回復する生活機能及一一般抵抗力に絆ひ呼吸障害に封する抵抗力を増大するものにして，勝3く

氏が5齢獄兇の低澱（＋8°）に謝する抵抗力を此較し、起獄最も張く以後漸減し4日目頃最低に選し後

再び櫓大するの威績に類似ナ。　　　　　　　・

　次に繭質との關係を親るに蒲生氏の實験に依るも1呼吸障害が繭質に悪影響を及ぼすは顯著なる事實

なれど、奥に之を経過日次別に比較するに6日目最も影響甚大にして杢部薄皮繭となり、5日同之に

次ぎ約牛数の薄皮繭を生するに拘らす4日目以前及7日目以後の繭質の差異明かならざりしは全く絹

縣腺の磯育度（絶封量）に慮じたるi呼吸障害度の時期的差異に他ならす。木暮棋太民及松村氏（1929）

の實験k依れば、下紀の如く5齢期に於ける絹綜腺絶劃量の磯蓬増加は盛獄期に入りし當時比較的少

く後期に至りて急に増大し上籏前日頃より再び減少するの数値を示し、本試験域績を裏認するを認め

得べし。

目　　　次

1－2
2＿＿3

3－4
4－5
5－6
6－7
7－8
8－9
9－10

木暮氏（春、20°倒育欧九、

♀6　7FS均劉5頭）　生膿最

松村氏（秋新x正白♀S　ZF均甥5頭、乾物量）

20°飼　育　　1　　24°飼　育

・鋤糊刷同指刎撒・絶謝釧同脂刎獅・糊釧同指藪
0，0蜘2

0，18335

0，369175

0，519275

1，0243　2

1，01618

1，4956

0，8721

0，5262

100

374

753

1059

2090

2073

3050

1777

1073

O，0035

0，010「5

0，0300「

O，0590

0，1410’

0，1515

0，0900「

0，3030

0，069

100

434

S71

1e，90

4030

4329

2586

8657

1970

O，OO40「

0，0535

0，10「80

0，1885

0，3365

0，1110

100

1189

3511

41S9，

747S

2467

　猫前述の如く雌雄による呼吸障害の抵抗力は雌は雄に比し大にして、門『二潤一郎氏（1928）が系琶食獄

児の髄液比重を測定し、雄は雌に比し膿液比重の鍵化性に富み、絶食に劃する抵EE）rc力弱きを槻察せら

れたる成績に類似す。

　　　　C。回復歩合と獄兇健康度との關係

　一般に障害後の回復時開の長短と回復歩合の多少との間には、一一SEの關係を認め得べし。而して回

復獄児を飼育せし場合、覧兇の健康度と回復歩合との闇に存する關係を2時間障害獄に就き磯育時期

別に比較すれば次の如し。但健康度とは回復獄数（飼育供用）に謝する健蝋数の百分比を以て示す。

齢　　　　別

1

2

3

4

5

趨（蟻・司盛　sc　眠（熟）獄L㌧均
膨倉［燃度陣州懲蜘復州糠劇回復州健搬
100

100

100

98

94

o「g，0

68，0

51，0

58，2

44，7

99

73

40

2

0

50，5

12β

17，5

　0

　0

97

93

99

ユOO

78

57，7

47，3

29，3

30，0

10，3

98，7

88，7

79，7

66，7

0「7sp）

55，7

42，5

32，G

29，4

1、8β

今之を圖示すれば次の如し。
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第十二圖　　　　　 第十三圓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　起、盛、ll民期『立均

10’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90
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　以上の如く2時間障害獄に在りては障害後の回復歩合と其の後の飼育獄見の健康度との聞には正の

相關々係を認め得ぺし。從て通常回復歩合を知得すれば爾後に於ける獄児の健康度の大艦を窺知し得

べし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

5．縮　　　　　括

　以上本試験に於ける威績を総括すれば次の如し。

1．呼吸障害中の各種要件と回復SIJI態との關係に就ては

　（1）　茨酸瓦斯接燭鷲は浸水獄に比し

　a．障害時に於る艘の運動及脈搏の停止急速にして且多量の胃液を吐出するも、浸水獄の如く通常

排糞若しくは晩膓症歌を現はすことなし。

　b．長時聞障害するも浸水獄の如く障害中3－7環節背面部の線攣現象は認め得す。

・・回復歩合は障審時闘以内に於ては差異なきも」，塒間以上に及べぱ大なり。

　d．　回復にi至る迄の時聞は常に侵く且つ攣異大なりo

　e．　障害時間延長に伴ふ障害度の増加割合少なし。

　（2）障害中の温度高きに從ぴ圓復時聞を延長し、攣異を大ならしめ且回復歩合を減少せしむ。此の

關係は浸水獄より淡酸瓦斯接燭鍛に於て大なり。

ll，呼吸障害前に絶食、冷藏の障害を與ふれば其隙害度に比例して回復歩合を減じ時聞を処長す。

a障害後の樋腰件と回衡伏態との關係に就ては

　（り　温鹿の上昇に絆ひ回復時閲短く且攣異小にして、共短縮割合は高湘に於て小なり。圓復歩合は

30vに於て禰減少す。

　筒　漁度の増加に從ひ回復歩合を減じ、時闇を延侵す。

（3）酸素瓦斯に接燭するも、察氣接燭に比し僅に一時間後の回復歩合を増加するのみ。

4・呼吸障害に調’する抵i眈力に在りては
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　（1）獄齢の進むに從ひ漸減す。

　（2）同一齢中に在りては起獄最も大にして眠窟之にi次ぎ盛獄最も小なり。

（3）聯中を比較するに起瓢駄にして・餉簸の糊に俘ひ轍し・4日瞳小となり・以後

漸次増大し黙鷲は起羅にi爽で大なり。

　的雌は雄に比し大なり。

（・H轄翻の籔に儒揮害囎大の割合は矛購期よP・M・KS．期に於て訳起撫蝦脚聡よ

り盛慧に於て大なり0

5．呼吸障害の繭質に及ぼす影響は5齢6日同最も甚大にして5口目之に次ぎ、他の時期に在りては

共差異明力、ならづ㌔

6．磯育時期別比較の塒間障蝋聞庄りて購害後の回復歩合と獅己1糠度との闇に1Eの相關孫

柵め得べし。　　　　　　　　　　　（昭和五年三月三日受理．）
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